
尼崎市立社会体育施設利用時における熱中症予防等に向けた対応について（方針） 

 

１．趣旨 

尼崎市立社会体育施設利用時の熱中症事故防止のため、暑熱環境時における熱中症予防のための対応

方針及び熱中症事故が発生した際の対応について方針を定める。 

２．対象とする施設 

社会体育施設のうちフロア等に空調設備が整備されていない以下の施設での活動 

⑴ 尼崎市立園田体育館 

⑵ 尼崎市立大庄体育館 

※園田体育館は長寿命化工事（令和 8年度）、大庄体育館は（仮称）大庄健康ふれあい体育館の新築工

事（令和 9年度）にてフロアへの空調整備を予定しており、空調整備が完了次第対象外とする。 

３．具体的内容 

⑴ 熱中症の予防について 

原則「熱中症予防運動指針（尼崎市版）」（別紙参照）に基づき、次の「ポイント」に従い、中止等

を判断する。 

 

⑵ 熱中症になったときの対応について 

熱中症になったときは、熱中症対応フロー（「熱中症を予防しよう」（独立行政法人日本スポーツ振

興センター学校災害防止調査研究委員会 ）（別紙３参照）に基づき、適切に対応を行う。 

⑶ 周知 

   本方針の周知について以下のとおり行う。 

   ・施設窓口における案内。 

   ・施設への掲示。 

   ・公共施設予約システムへの案内文掲示。 

４．実施期日 

 この方針は、令和７年６月１日から実施する。 

以 上   

【ポイント】 

対象施設の各フロア等にアラーム付きの WBGT計を設置し、暑さ指数が 31℃を超える場合（アラー

ムが鳴った場合）には窓口にて通知を行う。 

<中止基準と利用料の還付> 

 教室等参加による利用 貸館等による利用 

暑さ指数:31℃以上 

(気温：35℃以上) 

×（教室開催は中止） ○（確認書（別紙２）を提出し利用可） 

受講料の還付は行わない 利用を取りやめる場合還付する 

暑さ指数:33℃以上 

(気温：38℃以上) 

×（施設の供用を一時停止） ×（施設の供用を一時停止） 

受講料の還付は行わない 還付する 

 



 

 

 

別紙 

 

「熱中症予防運動指針（尼崎市版）」 
 

 

 

＊各学校園において、グランドや体育館等の活動場所で定期的に暑さ指数や気温を計測し、こ 

の表に基づき校園長が運動の実施の可否を判断し、教職員に周知し、活動内容を確認する。 

 

気温 

（参考） 

暑さ指数 

（WBGT） 
運動の実施の可否 

35℃以上 31℃以上 運動は原則中止 

・外に出るのを避け、涼しい室内で過ごす。 

・屋外や体育館での活動及び水泳指導は、中

止、延期または活動時間を変更する。（体

育大会も含む） 

31～35℃ 28～31℃ 
厳重警戒 

（激しい運動は中止） 

・WBGT28℃以上では、熱中症の危険性が高い

ので、激しい運動や持久走など体温が上

昇しやすい運動は避ける。 

・運動する場合には、頻繁に休息をとり、水

分（塩分）の補給を行う。（15 分に 1 回

程度） 

・体力の低い人、暑さになれていない人（6

月など）は運動を中止する。 

・体育館等を使用した集会等は、短時間とす

る。 

28～31℃ 25～28℃ 
警戒 

（積極的に休息） 

・WBGT25℃以上では、熱中症の危険が増すの

で、積極的に休息をとり適宜、水分・塩分

を補給する。 

・激しい運動では、30 分おきくらいに休息

をとる。 

24～28℃ 21～25℃ 
注意 

（積極的に水分補給） 

・WBGT21℃以上では、熱中症による死亡事故

が発生する可能性がある。 

・熱中症の兆候に注意するとともに、運動の

合間に積極的に水分・塩分を補給する。 

24℃未満 21℃未満 
ほぼ安全 

（適宜水分補給） 

・WBGT21℃未満では、通常は熱中症の危険は

小さいが、適宜水分・塩分の補給は必要で

ある。 
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尼崎市立社会体育施設利用時における

熱中症予防等に係る確認書

No. チェック内容 チェック

1 参加者の健康状態を把握している。 □

2 参加者の緊急連絡先を把握している。 □

3 こまめな水分・塩分補給が可能な体制を確保している。 □

4 運動中こまめな休憩を取ることができる。 □

5 熱中症発生時の対応フローを理解している。 □

6
健康問題が発生した場合には、利用者の責任において適切に対処する

ことができる。
□

7
ケガ及び健康状態に問題が生じた場合には、施設管理者及び設置者に

一切の責任を問いません。
□

２０　　年　　月　　日

代表者：

上記内容を承知の上、施設を利用します。



熱 中 症 対 応 フ ロ ー

熱中症を 疑う 症状

意識障害の有無

なし

あり

涼し い場所への避難

涼し い場所に運び、 衣服をゆるめて寝かせる

水分摂取ができるか

でき る

症状改善の有無

症状改善

水分塩分を補給する。
■ 0.1～0.2％食塩水あるいはスポーツド リ ンク
■ 熱けいれんの場合は生理食塩水（ 0.9％）など
 の濃いめの食塩水を補給する

質問をし て応答をみる

□ こ こ はどこ ？

□ 名前は？

□ 今何をし てる？　 　

□ 四肢や腹筋のけいれん（ つる） と 筋肉痛が起こ る。

□ 全身倦怠感、 脱力感、 めまい、 吐き気、 嘔吐、頭痛

 などが起こ る。

□ 頻脈、 顔面蒼白と なる。

□ 足がも つれる・ ふら つく・ 転倒する、突然座り 込む・

 立ち上がれない　 等

□ 応答が鈍い

□ 言動がおかし い

□ 意識がない　 等

救急隊を 要請

病院へ！

脱衣と 冷却

　 すぐ に救急車を

要請し、同時に応急

手当を 行う 。

経過観察

！O n e  p o in t！

救急車到着までの間、 積極的に体を冷やす。

　 体を冷やし ながら、設備

や治療ス タ ッ フ が整っ た

集中治療のでき る 病院へ

一刻も早く 搬送しましょう！！

　 氷やアイスパッ ク があれば、頚部、

脇の下、足の付け根などの大きい血管

を冷やすのも よい !

※ できるだけ迅速に体温を下げること が

 でき れば、救命率が上がり ます!!

☆ 水をかけたり 、

 濡れタ オルを

 当てて扇ぐ 。

でき ない

改善し ない
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